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「無法松」と「蝶々」

根室市外三郡医師会
町立別海病院
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　九州は４回程旅行で訪ねていますが、小
こ

倉
くら

には昨

年（2021）初めて行きました。駅に着いてタクシー

に乗り、『無法松の一生』の碑を指定。運転手はビ

ルの谷間に佇
たたず

む「無法松之碑」に連れて行ってくれ

ました。タクシーを降りる時に彼が言いました、「そ

の映画のヒロインは、確か宝塚出身だったよ」と。

　主演が田村正和氏の父・坂東妻三郎氏としか知ら

なかった『無法松の一生』を、別海に帰ってから

調べてみました。日本映画ベスト150（文春文庫・

1989）の作品編で８位でした１）。脚本が伊丹十三氏

の父・万作氏、子役で長門裕之氏が出演。ヒロイン

の園
その

井
い

惠
けい

子
こ

氏は宝塚出身者で、最期は広島で被爆し

ての原子爆弾症でした。（生前の旧字「惠」を使用して

います）

　園井惠子（本名・袴
はかま

田
だ

トミ）氏は1913（大正２）

年８月６日、岩手県松尾村（現・八
はち

幡
まん

平
たい

市）生まれ２）。

尋常高等小学校の後に、岩手女子師範附属小学校の

高等科に入学。この時から盛岡市の叔父の家に住み

ます。その叔父が小樽市に引っ越したために、園井

氏も北海道庁立小樽高等女学校に転校、1927（昭和

２）年４月でした。その学校は今の道立小樽桜陽高

校で、園井氏は後に「北海道は第二のふるさと」と

書いています。1928（昭和３）年７月に小樽高女を

退学し、親元の岩手に帰ります２）。

　宝塚少女歌劇団には小３時に少女雑誌で見てから

憧れていました。親の反対を押し切り、1929（昭和

４）年６月に宝塚音楽歌劇学校を受験し特例で途中

入学できます。徐々に才能が開花し、男役、娘役、

二・三枚目と重要な役を演じていきます。1939（昭

和14年）は独
ド

逸
イツ

が波
ポー

蘭
ランド

に侵攻し第二次世界大戦が勃

発。1941（昭和16）年12月８日に真珠湾攻撃。宝塚

歌劇団に段
だん

々
だん

と物足りなさを感じていた園井氏は、

1942（昭和17）年に宝塚を退団し、友人夫婦から誘

われていた新劇団「新生家族」へ移りました２）。

　その後「苦楽座」に籍を置き、この劇団が戦時下

の日本移動演劇連盟に加盟し「苦楽座移動隊」、そ

の後に「桜隊」になっていきます。「苦楽座」時代

に「無法松」への出演依頼があり、1943（昭和18）

年８月に撮影終了。10月に大映の専属女優の契約を

断り、「苦楽座」の正式なメンバーとなりました２）。

　1945（昭和20）年８月６日、「桜隊」は広島市堀

川町に巡演のため宿泊していました。午前８時15分

に原子爆弾が炸
さく

裂
れつ

。爆心地から700メートル程離れ

ていた園井氏は何とか助かり、８月９日に神戸市灘
なだ

区の「六甲のおかあさん」と慕う中井志づ３）家に

たどり着きました。ボロボロの服をまとい左右違う

靴を履いていたそうです。その後の中井家での園井

氏の状態は、熱発・胸苦・血便・皮下出血など放射

線障害が出てきて急速に悪化。８月21日に帰らぬ人

となりました、享年32歳でした２）。

　園井氏の後輩に、世界的女優の八
や

千
ち

草
ぐさ

薫
かおる

（本名・

谷口瞳）氏がいます。八千草氏は1931（昭和６）年

１月６日、大阪市生まれ４）。1946（昭和21）年に宝

塚音楽学校へ入学し、翌年宝塚歌劇団入団。在団中

の1954（昭和29）年に、オペラ映画『蝶々夫人』に

出演します５）。彼女の作品をすべて見たわけではな

いのですが、私はこれが一番好きです６）。

　これはプッチーニ作曲のオペラを、日伊合作で映

画にしたものです。この「蝶々」のオペラ映像は数

あれども、やはり主役は日本人でないとシックリい

きません。林康子氏が主演したマゼール指揮盤（ミ

ラノ・スカラ座／浅利慶太演出・1986）も感銘深い

のですが、八千草氏の方が断然感情移入ができ、私

のベストです。伊
イ

太
タ

利
リア

のソプラノ歌手の歌を口パク

している５）のですが、まったく違和感がありません。

さすが戦後最初の海外撮影での国際女優です。

　八千草氏は2019年10月24日死去・享年88歳でした。

2014年の宝塚歌劇団創立100周年記念での「宝塚歌

劇の殿堂」で、最初の100人中の一人になりました４）。

対して園井氏は、2019年に105人目としてその「殿堂」

に入りました。最年少の物故者で、かつ唯一の戦災

死したタカラジェンヌとして。

　園井氏の資料や銅像は八幡平市や岩手町にあり、

お墓が盛岡市恩流寺にあるそうです。東北旅行の際

には訪ねたい所です。その時には、坂本冬美のデ

ビュー曲「あばれ太鼓～無法一代入り～」を聴きな

がら。

〈参考・補足〉

１） １位「七人の侍」・「東京物語」・「生きる」・「羅生門」の順。

２） 千和裕之著「流れる雲を友に　園井恵子の生涯」。

３） 小樽高女の19歳先輩。広島行は易で「火事」と出ていた。

４） 宝塚のホームページ。銀河鉄道999のメーテル（作者談）。

５） 世界文化社「オペラ名作鑑賞Vol. ８『蝶々夫人』」。

６） 「白夫人の妖恋」（1956）、「ガス人間第１号」（1960）も必見。


